
 

 

 

報道関係各位                        2024 年 11 月 29 日 

         ＊＊ ホームページでも確認できます ＊＊                                    

カフェレストラン内覧会 

組合員を対象にペア 30 組を招待 

店舗お披露目や試食 

■主催：ＪＡ晴れの国岡山 

■日時：令和６年12月 11日（水）午後１時開会 

      （組合長あいさつ予定） 

■場所：旬感広場２階 café レストラン「SORA&SUN」（総社市岡谷23） 

                                         

 

農産物直売所を核とする複合施設「旬感広場」が 12 月

13 日にグランドオープンするのを前に、組合員の方を対

象に内覧会を開催します。施設のお披露目や試食を通し

て岡山の食と農業、JA に対して理解を深めていただくと

ともに、ご意見ご感想をお聴きし、農業振興と地域貢献

に資する施設運営に取り組んで参りたいと考えておりま

す。特に「農業振興の応援団」と位置付ける准組合員の皆

さま（消費者）からのご意見をＪＡ事業・活動に反映させ

る一環で実施しますこと申し添えます。 

当日はマスコミの皆さまにも試食をご用意いたしま

す。お忙しいとは存じますが、取材していただければ幸い

です。オープニングイベントは後日あらためてご案内い

たします。 

（補足）当日は第１部、第２部に分けて開催しますが、こちらの都

合によりマスコミ各位には午後 1時開会（第２部）でご案内いたしますことご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発信元】 

JA晴れの国岡山 総務部企画課 

〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島 1510-1 

TEL：086-476-1830  FAX：086-476-1840  

Email:hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp  

HP：https://www.ja-hareoka.or.jp/               

ワクワクする農業と地域の未来を 

【問い合わせ先】 

JA晴れの国岡山 総務部企画課 （小野、浅井） 

〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島 1510-1 

TEL：086-476-1830 携帯 080-2924-9887 

FAX：086-476-1840 

ホームページはこちら→ 

取材および試食をご希望の方は、恐れ入りますが、 

右記受付フォームより１２月５日（木）までにお申込み

くださいますようお願いいたします。 

参加申込フォーム 

mailto:bi_konpu@bh.oy-ja.or.jp
https://www.ja-hareoka.or.jp/


内覧会の次第（第２部） 

 受付 12:30～開会 13:00 

１．開会 

２．役員ご挨拶（第２部：内藤敏男代表理事組合長） 

３．店舗ご紹介 

４．試食会 

５．閉会 14：00 

 

旬感広場の施設概要について 

■施設正式名称・営業時間 

 JA晴れの国岡山「旬感広場」 

  1階 農畜産物直売所「晴れのち晴れ」2階 cafeレストラン「SORA＆SUN」 

  営業時間 8時 30分～17時 00分（1階・2階とも） 

■施設概要 

 ・延床面積 2,839.97㎡・鉄骨 2階建 

 ・（着工）令和 5年 6月 → （完成）令和 6年 12月 

 ・コンセプト＝「岡山県産食材の“本物”が買える！！食べられる？！」 

・今年 4月に先行オープンした 1階の農畜産物直売所「晴れのち晴れ」に加え、ＪＡ直営 cafeレスト

ラン「SORA＆SUN」、食農教育や被災支援を想定して可動式キッチンを導入した会議室、信用店舗、

16㍍四方の広々とした広場、眺望豊かなテラス、野菜栽培室を備えています。 

▼農畜産物直売所「晴れのち晴れ」 

晴ればれ直行便事業を基軸に、地元食材だけでなく県内全域、ＪＡグループのネットワークをいかし

て全国の農畜産物を集め、広域ＪＡならではの魅力を発信。 

▼cafe レストラン「SORA＆SUN」（読み方／かふぇれすとらん「そらあんどさん」） 

「おかやま和牛」「美星満天豚」など特産食材をメインにしたプレート、季節のフルーツを使ったパフ

ェやケーキなどを提供。こどもと一緒に食事を楽しめる席やメニューも用意し、担い手層にも気軽に

足を運んでもらえる工夫を凝らしている。 

▼SDGs の取り組み 

直売所、ＪＡ直営カフェレストランの運営による農家所得の向上、地域の活力創造はさることながら、

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の面でも、地域密着型組織として、持続可能な食料の供給・生産振

興、環境負荷の軽減を実行。 

・太陽光発電システムと蓄電システムの導入 

・レジ袋の廃止 

・食品売場での再生トレーの積極的な活用 

・牡蠣殻を餌に加えた「里海卵」の販売 

・地元魚屋・漁協とタイアップした豊富な魚介類の販売 

・ＪＡネットワークを生かした全国の農畜産物の販売 

・規格外食材を有効活用したＪＡオリジナル加工品やメニューの提供 

・水耕栽培での葉物野菜栽培による食と農の魅力発信           など多岐にわたる。 


